
特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金 

令和８年６月開催の年次総会及び理事会の議案書 

議題は、総会及び理事会とも同じで、下記の通りです。 

議題１ 令和７年度活動報告について 

議題２ 令和７年度決算報告書について 

議題３ 令和８年度活動計画について 

議題４ その他 



特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金 

令和８年６月通常総会及び理事会の議題１ 

令和７年度活動報告 

【学資支援事業】 

・高校生までの学資を支援する学資支援事業は、本年度 33名の生徒（高校３年

生 17名、高校２年生 16名）に月２万円、年間 24万円の学資を支給しました。

支援の総額は 792万円です。 

・ことし 3 月に卒業したのは、高校 3 年生 17 名のうち 16 名で、1 名は 5 年制

の専門高校で、このうち地元企業に就職した生徒もいますが、ほとんどの生徒

は大学や専門学校に進学しました。進学先は、仙台 ECO 動物海洋専門学校、仙

台大学体育学部、静岡大学理学部数学科、仙台総合医療大学校理学療法科、仙

台ビューティーアート専門学校、日本工学院専門学校コンサート・イベント科

などさまざまです。 

【奨学金事業】 

・専門学校を含む大学生への奨学金事業は、本年度 12人の学生に月 3万円、年

間 36万円の奨学金を支給しました。 

・ことし 3 月に大学を卒業した学生は 3 名で、広報宣伝会社、千葉大学病院

（看護師）などに就職しました。 

【助成事業】 

・被災地のこどもをケアする団体への一般助成金事業は、本年度は、前年度と

同じ件数の 8団体に対して、20万～50万円の助成金を支給しました。助成の総

額は 350万円です。 

・被災地のこども食堂を支援するこども食堂助成事業は、本年度、前年度より

3 件多い 14 団体に対して、その規模などに応じて 10 万～20 万円の助成金を支

給しました。助成の総額は 218 万円です。 

【財政状況】 

・上記の活動の結果、本年度末（2026年 3月31日）の学資支援の残高は約 1000

万円、奨学金・助成事業の残高は約 8400万円となりました。運営費は、本年度、

約 15万円を支出した結果、残高は約 100万円となりました。



   第  15 期 

 決   算   報   告   書 

    自  07  年   4  月    1  日 

    至  08  年   3  月   31  日 

宮城県仙台市青葉区上杉 5-3-47 
上杉オオウラビル 7F 

  特定非営利活動法人 
 東日本大震災こども未来基金 

 理事長 髙成田 享 

議題２



令和7年度　活動計算書
令和7年4月1日から　令和8年3月31日まで

特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金
（単位：円）

科目
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費

２．受取寄附金 100,000 100,000
受取寄附金　　
施設等受入評価益

３．受取助成金等
受取民間助成金

４．事業収益
５．その他収益

受取利息 205,995 205,995
雑収益

経常収益計 305,995
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費
役員報酬
給料手当
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
その他経費
奨学金事業支出 4,140,000
支払手数料 132,220
助成金支出 5,680,000
学資金拠出事業支出 7,920,000
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
支払利息
その他経費計 17,872,220

事業費計 17,872,220
２．管理費

人件費
役員報酬
給料手当
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
その他経費
地代家賃 110,000
通信費 42,205
事務用品費 1,750
支払手数料
会議費
租税公課
旅費交通費
減価償却費
支払利息
その他経費計 153,955

管理費計 153,955
経常費用計 18,026,175

当期経常増減額 △ 17,720,180
Ⅲ 経常外収益

１．固定資産売却益
経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
１．過年度損益修正損
経常外費用計

税引前当期正味財産増減額 △ 17,720,180
法人税，住民税及び事業税
当期正味財産増減額 △ 17,720,180
前期繰越正味財産額 113,049,888
次期繰越正味財産額 95,329,708

金額

（２）

（１）

（２）

（１）



令和7年度　財産目録
令和8年3月31日現在

特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部

１．流動資産
現金預金

51,185
1,946,340

現金手許有高
ゆうちょ銀行　普通預金
三菱UFJ銀行　普通預金 2,899,779
みずほ銀行　普通預金 1,046,653
みずほ銀行　普通預金 79,088,939
みずほ銀行　普通預金 10,296,812
みずほ銀行　定期預金 0

流動資産合計 95,329,708
２．固定資産

固定資産合計 0
資産合計 95,329,708

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

流動負債合計 0
２．固定負債

固定負債合計 0
負債合計 0
正味財産 95,329,708

金額



令和7年度　貸借対照表
令和8年3月31日現在

特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金
（単位：円）

科目
Ⅰ 資産の部

１．流動資産
現金預金 95,329,708
流動資産合計 95,329,708

２．固定資産
固定資産合計

資産合計 95,329,708

Ⅱ 負債の部
１．流動負債

流動負債合計
２．固定負債

固定負債合計
負債合計

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産 113,049,888
当期正味財産増減額 △ 17,720,180

正味財産合計 95,329,708
負債及び正味財産合計 95,329,708

金額



特定非営利活動法人東日本大震災こども未来基金 

令和８年６月定時総会及び理事会の議題３ 

令和 8 年度活動計画 

【学資支援事業】 

・今年度、高校 3年生 16名と専門高校 1名の 17名に学資支援を継続します。

・今年度末の卒業予定者は 14名で、残る 3人は専門高校で就学を続けますが、

高校を卒業するまでという約束で 2011年度から続けてきた学資支援事業は、ひ

とつの節目を迎えます。全体では 200 名の児童・生徒を支援したことになりま

す。東日本大震災で親を亡くしたこどもは 1800名ですから、本法人で１割強の

こどもたちを支援てきました。 

【奨学金事業】 

・ことし 3月に卒業した 16名のうち 7名から奨学金の応募があり、選定委員会

で審査した結果、全員への支給を認め、事後承認になりましたが、理事会でも

承認をいただきました。理事会での承認が事後になったのは、書類の整理に手

間取ったためでで、来年度以降は、迅速に処理しますので、お許しをいただき

たいと思います。 

・これまで奨学金を支給していた 12名のうち、ことし 3月に 3名が卒業したの

で、奨学金の継続支給者は 9名、新規が 7名で、合計 16名に奨学金を支給しま

す。 

【助成事業】 

・一般の助成については、応募があった 9 団体のうち 8 団体に助成することを

選定委員会で決め、理事会で承認をいただきました。前年度からの継続は 7 団

体で、1 団体（がまっこぷれーぱーく）は前年度申し込みがなく本年度から活

動を再開するというので助成を復活しました。また、前年度支援した 1 団体

（まちとこ）は今年度の応募がありませんでした。承認しなかった 1 団体は、

仙台市で親子が集うサロンを実施するという内容でしたが、これまでの実績が

乏しく、申請通りの活動ができるか不明確だったため承認しませんでした。 

・こども食堂助成については、前年度支援した 14 団体のうち、2 団体からの応

募がなく、新規の応募もなかったので、12 団体に助成金を支給しました。お米

をはじめ食材費が高騰しているため、助成金の上限額を 5万円引き上げて 25万

円にした結果、ほとんどの団体への助成額も 5 万円程度引き上げました。 
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